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第50回国臨協関信支部記念学会
地区会コーナー (新潟地区会)

今号も登場のえちゴンです！

新潟へお越しの際は、
美しい景色、

美味しい食べ物、
美味しい地酒、

を堪能してくださいね！！

まってま～す！！



定期総会についてのお知らせ

『令和3年度国臨協関信支部新潟地区会定期総会
Web開催について』

新潟地区会会長 中島 亮

平素より当会の活動に対しまして、ご理解とご支援を賜り
深く感謝申し上げます。
さて、令和3年度国臨協関信支部新潟地区会定期総会を下

記の通りWebにて開催いたします。
議案書および書面議決書については、後日、各施設の理事

より送付させていただきます。また議案書の承認については、
書面議決書に必要事項をご記入のうえ、各施設の理事にてま
とめていただき、11月 2日（水）までに事務局へ到着するよ
う送付願います。
業務多忙の折り誠に恐縮と存じますが、宜しくお願いいた

します。

記

日 時：令和4年11月5日（土）13：00～15：00
場 所：ZoomによるWeb形式の為、各出席者接続場所
(接続するためのURLは後日施設理事宛てに配信します)
内 容：1.新潟地区会定期総会 書面議決結果報告

2.特別講演
「伝達事項ならびに会員の皆様にむけて」
関東信越グループ 医療担当 臨床検査専門職
前島 基志 先生

3.関信支部報告
国臨協関信支部役員
中村 良幸 理事
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第50回関信支部記念学会 発表スライド掲載
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第76回国立病院総合医学会に参加して
新潟病院 中島 亮

今回、2022年10月7日～8日に熊本県熊本市で行われた第76
回国立病院総合医学会へ参加してまいりました。私は臨床検査
部門のシンポジストとして参加するため、web用スライドを作
製し準備を整えていましたが、現地開催となったため久しぶり
の緊張感を味わうこととなりました。その話は後ほど・・・
今回は『Branding,Presence,Marketing～選ばれるためには

～』というテーマでした。開会式の来賓挨拶の中で、どなたか
が意味のわからないテーマだといっておりましたが、直訳する
とNHOをブランド化し存在意義をだして売り出す戦略を立てる
ということでしょうか、少し難しいテーマだと思いました。で
すが、それよりも驚いたことがオープニングで行われました。
それは、司会者がたけし軍団の
井出らっきょさんだったのです。
派手なオープニング曲を流し、
小さな獅子舞をつけたビキニパ
ンツで、ねじりはちまきに上半
身はだかで、「御利益があるか
ら獅子舞に手をいれなさい」と
参加者に言い、見事にセクハラ
を堂々とこなし、華々しく登場
しました。壇上の楠岡理事長、
熊本県知事等々を始め、会場に
いる全ての人が目を丸くしてい
ました。もちろん私たち同行
者も大変驚きました。しかし、
ビキニパンツ姿で司会を始める
と、滑舌もよく素晴らしい司会ぶりでした。聞けば学会長の
NHO熊本医療センターの高橋毅院長と小学生以来の親友だった
そうで、はじめは懇親会での司会を依頼したのですが、新型コ
ロナウイルス感染蔓延のために中止となり、開会式での司会と
なったそうです。とにかく後にも先にもこのような開会式は無
いと思いますので、衝撃を受け楽しい思い出となりました。
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第76回国立病院総合医学会に参加して

また学会の合間を縫って熊本城へ行
って参りました。お城は6年前に発生
した熊本地震から6年あまりがたちま
したが、未だ完全復興には時間を要す
るところです。崩れ落ちた石垣や、
倒壊されブルーシートで覆われた建造
物を見ると、とても感慨深く感じまし
た。熊本城は日本三名城の一つで、
見所がたくさんあると知られています。

小天守では、石垣の上に忍び返しと呼ば
れる敵の侵入を防ぐ鉄串が設置されてお
り、戦に備えた仕掛けが他にもたくさん
あり、それらを見られるのは魅力的だと
思います。また天守閣は階段で上まで登
ることができ、OBの先生方も頑張って登
っおられました。かなり息があがってお
りましたが・・・機会があれば、是非、
熊本城に出かけてみてください。

また熊本は、料理が美味しいことで
も知られています。印象に残った料理
は馬刺しで、その中でも鬣（たてがみ）
は絶品でした。他にも、絶妙な揚げ加
減で仕上げた辛子レンコン、赤牛ステ
ーキなども美味しかったです。しかし
中でも一番美味しかった料理は、一文
字のぐるぐるでした。初めて食べまし
たがとても美味しかったです。この料
理は、ネギをかたさが残るぐらいまで
ゆで、ネギをぐるぐるに巻き付けて、
白みそで作った酢味噌で食べる熊本の
郷土料理です。是非、ご賞味ください。

一文字のぐるぐる
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さて臨床検査部門のシンポジウムについては、最終日の8日
（土）に「新時代への挑戦」～今こそ臨床検査技師の未来を考
える～をテーマとして、4演題発表されました。
演題1では、「新型コロナウイルス感染症から臨床検査は如

何に変革を遂げるか」として、長崎大学病院の栁原克紀先生が
新型コロナ感染症における臨床検査技師の役割についてわかり
やすくweb公演されました。
演題2は、「感染症サーベイランスの効率化と臨床検査」と

して、北見工業大学の奥村貴史先生が、新型コロナウイルスの
感染症サーベイランスで得た非効率な教訓を生かし、次のパン
デミックへの備えとしてほしいと講演されました。
演題3は、「がんゲノム医療・医療情報の観点からこれから

の臨床検査部門を考える」として、NHO九州がんセンターの田
口健一先生が、臨床検査医長としての臨床検査部部門への関わ
り合い方や未来像について講演されました。
最終演題4は、「臨床検査技師のタ

スクシフト/タスクシェアの現状と未
来像」として、国臨協と国臨技長会
との合同アンケート調査報告を交え、
タスクシフト/タスクシェアを推進す
るためには出来ることから取り組み、
他職種との連携を築き、施設にとっ
ての有益性と参画可能な業務範囲を
見定めて診療に貢献できるようにと、
緊張しましたが臨床検査技師の立場
として講演しました。かなり時間が
超過してしまいましたが、100名近くの参加者があり、活発な
ディスカッションとなり熱気に満ちたシンポジウムとなったと
思います。

第76回国立病院総合医学会に参加して
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最後になりますが、3年ぶりの対面式での国立病院総合医学
会に参加させていただきましたが、他施設の方々やOBの先生方
や勤務地が一緒だった他職種の方々、直に会い話をすることが
でき大変良かったと肌で感じました。今後もウイズコロナでこ
のような対面形式で学会が開催されると思いますので、色々な
方と交流し、美味しいものを食べて、何かひとつは必ず得るも
のがあるはずですので学会へ参加してみてはいかがでしょうか。
来年は広島でお会いしましょう。

第76回国立病院総合医学会に参加して
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今年度活動予定

・地区会定期総会・研修会 web開催
日程：令和4年11月5日（土）

・「朱鷺っと」発行
年3回（1・7・10月）

※新型コロナウイルス感染症の状況により
変更となる場合があります。

今年も残すところ2ヶ月程となりました
が、アッという間の1年間だった気がし
ます。気がつけば今年も何もできずに終
わってしまい、来年こそは何かひとつで
も知識を蓄えていきたいと思います。今
年度の役員は、この号で修了し、新たな
役員を迎えます。引き続き朱鷺っとは続
けて参りますので、次号を楽しみにして
いてください。1年間、ありがとうござ
いました。 （R.N）

編集後記

新潟地区会事務局
NHO新潟病院
臨床検査科内
TEL : 0257-22-7754
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